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【１】用語や制度の認知度について【１】用語や制度の認知度について【１】用語や制度の認知度について【１】用語や制度の認知度について    

（１）次の言葉やことがらについて、知っているか、または聞いたことがありますか。 

 ●「知っている」または「聞いたことがある」割合は、「ＤＶ」で 95.1％、「男女雇用機会均等法」

で 91.6％、「男女共同参画社会」で 81.2％、「ワーク・ライフ・バランス」で 70.5％、「ジェ

ンダー」で 68.3％、「ポジティブ・アクション」で 41.7％となっています。 

 ●過去の調査結果と比較してみると、「ワーク・ライフ・バランス」（56.6%→70.5%）と「ジェ

ンダー」（38.2%→68.3%）を挙げた者の割合が上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇過去調査との比較（「知っている」または「聞いたことがある」という回答の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3 

85.4 

67.5 

38.7 

42.5 

45.2 

28.4 

9.7 

24.1 

31.8 

25.8 

36.0 

55.8 

2.5 

6.1 

26.1 

28.8 

17.8 

2.5 

2.4 

2.3 

3.4 

2.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

DV（配偶者等からの暴力）

男女雇用機会均等法

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ジェンダー(社会的・文化的に形成された性別）

男女共同参画社会

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

 

81.2 

68.3 

70.5 

91.6 

95.1 

41.7 

75.3 

38.2 

56.6 

88.1 

92.2 

39.5 

74.1

H21調査無し

45.7

H21調査無し

H21調査なし

H21調査なし

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男女共同参画社会

ジェンダー(社会的・文化的に形成された性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

男女雇用機会均等法

DV（配偶者等からの暴力）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

21年度 26年度 今回調査

%
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 （２）あなたが考える「男女共同参画社会」はどのような社会ですか。お考えに近いものを 3

つまで選んでください。 

  ●「男女が責任を分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を発揮することができる社会」が 

69.0％、「男女ともに仕事と生活の調和がとれている社会」が 55.8％、 

「法律や制度の上で男女の差がない社会」が 55.3％となっています。   

●高校生の意識調査では、「男女ともに仕事と生活の調和がとれている社会」が 57.6％、 

「男女が責任を分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を発揮することができる社会」が

50.8％、「法律や制度の上で男女の差がない社会」が 45.9％となっています。  

 

 

 

 

1.6 

0.6 

9.7 

23.3 

24.3 

50.0 

55.3 

55.8 

69.0 

5.0 

1.3 

23.9 

14.8 

25.2 

40.4 

45.9 

57.6 

50.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

新たなアイディアや色々な考え方が活かされる社会

行政機関の重要な役職や企業の管理職などに

一定の割合で女性が就任している社会

自分の生き方を自身で設計・実現でき、一人ひとりが自

立した豊かで活力のある社会

男女を取り巻く偏見や昔からの決まり、慣習、

しきたりなどが解消された社会

法律や制度の上で男女の差がない社会

男女ともに仕事と生活の調和がとれている社会

男女が責任を分かち合い、性別にかかわりなく

個性と能力を発揮することができる社会

高校生調査

県民意識
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【【【【２２２２】】】】性別役割分担意識性別役割分担意識性別役割分担意識性別役割分担意識についてについてについてについて    

「男は仕事、女は家庭」という、性別によって役割を固定する考え方について、あなたは 

どう思いますか。お考えに近いものを１つ選んでください。 

●「反対である」または「どちらかといえば反対」とする割合は、68.3％となっています。 

（参考：26 年度調査 55.4％ 元年度全国調査 59.8%） 

●「反対である」または「どちらかといえば反対」とする割合は、女性 73.3％、男性 62.8％で、 

10.5 ポイントの差となっています。（参考：26 年度調査 女性 63.6％、男性 45.7％） 

●年代別では、70 歳以上が他の年代と異なり、「賛成」または「どちらかといえば賛成」の割合 

が、３割を上回っています。 

《 性別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 年代別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 

2.1 

2.6 

23.2 

13.4 

18.0 

34.8 

38.1 

36.4 

28.0 

35.2 

31.9 

10.4 

10.0 

10.2 

0.4 

1.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

賛成である どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対である わからない 無回答

賛成20.6 反対68.3

15.5

26.5

73.3

62.8

 

4.7 

1.3 

2.2 

1.7 

0.9 

3.1 

10.0 

2.6 

25.9 

18.6 

14.6 

16.3 

14.2 

6.3 

5.0 

18.0 

36.0 

38.1 

40.5 

37.2 

31.1 

29.7 

25.0 

36.4 

23.7 

34.2 

31.4 

29.7 

40.6 

48.4 

50.0 

31.9 

8.6 

6.5 

10.8 

15.1 

13.2 

10.9 

10.0 

10.2 

1.1 

1.3 

0.5 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

18・19歳

全体

賛成15.0 反対75.0

9.4 78.1

71.7

30.6

18.0 66.9

71.916.8

15.1

59.7

19.9 72.3 
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◇「男は仕事、女は家庭」という考え方についての推移 

●「賛成」または「どちらかといえば賛成」とする割合は 20.6％で、１１年度調査以降、最も低 

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「男は仕事、女は家庭」という考え方について高校生の意識調査との比較 

●高校生の意識調査結果と比較してみると、「反対である」とする割合は、高校生 40.1%、県民 

意識調査 31.9%で 8.2 ポイントの差となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

2.6 

6.0 

4.4 

8.0 

5.4 

6.6 

6.9

18.0 

30.9 

26.3 

23.9 

29.0 

27.6 

27.7

36.4 

32.2 

34.9 

49.8 

51.4 

49.6 

52.4

31.9 

23.2 

24.4 

13.7 

14.2 

17.2 

13.1

10.2 

6.6 

10.1 

4.6 

0.0 

0.0 

0

0.8 

1.1 

0.0 

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

26年度

21年度

17年度

15年度

13年度

11年度

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答等

 

2.6 

2.0 

18.0 

10.1 

36.4 

27.7 

31.9 

40.1 

10.2 

18.3 

0.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民意識調査

高校生調査

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答等
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下記についてあなたはどう思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ 

１つ選んでください。 

（１）男性は外の仕事、女性は家事・子育て・介護に向いている 

（２）男女とも仕事を持った方がよい 

（３）家事･子育て･介護は男女が協力してやるべきだ 

（４）子どものしつけや教育は母親の責任である 

（５）子どもが幼いうちは、女性は家庭にいた方がよい 

（６）子どもは、女の子は優しく、男の子はたくましく育てた方がよい 

（７）しきたりや慣習は、自分が嫌だ、時代に合わないと思っても守るべきだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

  

 

    

 

    

    

    

    

 

    

 

 

 

 

 

6.4 

44.9 

71.5 

1.4 

27.7 

9.0 

5.1 

43.5 

41.4 

24.8 

6.7 

48.2 

31.7 

24.3 

20.0 

7.5 

1.8 

17.8 

11.3 

23.0 

36.4 

28.0 

4.8 

0.8 

72.3 

11.0 

35.0 

32.5 

2.0 

1.5 

1.1 

1.8 

1.8 

1.2 

1.7 

男性は外の仕事、女性は家事・子育て・介護に向いている

男女とも仕事を持った方がよい

家事・子育て・介護は男女が協力してやるべきだ

子どものしつけや教育は母親の責任である

子どもが幼いうちは、女性は家庭にいた方がよい

子どもは、女の子は優しく、男の子はたくましく育てた方がよ

い

しきたりや慣習は、自分が嫌だ、時代に合わないと思っても

守るべきだ

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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◇「そう思う」と回答した人の割合（前回調査との比較） 

●「そう思う」と回答した人の割合を前回調査結果と比較してみると、「子どもは、女の子は優し 

く、男の子はたくましく育てた方がよい」で 12.6 ポイント、「子どもが幼いうちは、女性は家庭 

にいた方がよい」で 10.9 ポイント減少しています。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

6.4

44.9

71.5

1.4

27.7

9.0

5.1

15.4

47.4

69.2

2.2

38.6

21.6

10.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男性は外の仕事、女性は家事・子育

て ・ 介 護 に 向 い て い る

男 女 と も 仕 事 を 持 っ た 方 が よ い

家事・子育て・介護は男女が協力して

や る べ き だ

子どものしつけや教育は母親の責任

で あ る

子どもが幼いうちは、女性は家庭に

い た 方 が よ い

子どもは、女の子は優しく、男の子は

た く ま し く 育 て た 方 が よ い

しきたりや慣習は、自分が嫌だ、時代

に合わないと思っても守るべき だ

26年度

今回調査

%
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【【【【３３３３】世の中の男女平等感について】世の中の男女平等感について】世の中の男女平等感について】世の中の男女平等感について    

 あなたは次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでください。 

●「平等」と回答した割合は、「学校教育の場」で 55.4％、「法律や制度の上」で 32.9％、「地

域活動の場」で 23.4％、「家庭生活」で 19.2％、「職場」で 17.6％、「社会全体として」・「政

治の場」で 9.4％、「社会通念・慣習・しきたり」で 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「社会全体」を「平等」と回答した人の割合（推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「男女平等」と回答した人の割合の前回調査（26 年度）との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4

8.1

32.9

9.4

23.4

17.6

55.4 

19.2 

10.2

8.8

33.7

8.2

24.7

14.7

63.2 

22.7 

0 20 40 60

社会全体として

社会通念・慣習・しきたり

法律や制度の上

政治の場

地域活動の場

職場

学校教育の場

家庭生活

26年度

今回調査

%

 

15.1 

28.9 

13.6 

37.7 

13.1 

18.5 

3.9 

19.1 

59.1 

49.7 

29.7 

40.2 

35.5 

49.0 

17.8 

45.3 

9.4 

8.1 

32.9 

9.4 

23.4 

17.6 

55.4 

19.2 

3.4 

2.5 

3.1 

0.7 

5.5 

3.8 

2.5 

5.5 

0.6 

0.7 

0.7 

0.5 

1.1 

0.9 

0.7 

1.6 

10.5 

8.0 

16.9 

8.9 

18.2 

7.7 

16.6 

7.0 

1.9 

2.2 

3.2 

2.6 

3.1 

2.5 

3.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会全体として

社会通念・慣習・しきたり

法律や制度の上

政治の場

地域活動の場

（自治会やNPOなど）

職場

学校教育の場

家庭生活

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

 

男性 36.0 
26.4

30.2

20.0 
14.4 男性 14.0

女性 15.7 14.4 
18.9 

6.8 6.9 
女性 5.4

全体 25.9

19.8
24.2

12.7
10.2

全体 9.4

0

10

20

30

40

13年度 15年度 17年度 21年度 26年度 今回調査

%
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◇「男女平等」と回答した人の割合の高校生の意識調査との比較（高校生の意識調査の項目） 

●高校生の意識調査結果と比較してみると、「家庭生活」で高校生調査（46.5%）、県民意識 

調査（19.2%）で 27.3 ポイント差となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「男女平等」と回答した人の割合の全国調査との比較 

●「男女平等」と回答した人の割合を全国調査結果と比較してみると、すべての項目で全国調査

よりも低くなっており、特に、「家庭生活」で 26.3 ポイント、「地域活動の場」で 23.1 ポイ

ント、「社会通念・慣習・しきたり」で 14.5 ポイントの差となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4

32.9

55.4 

19.2 

20.8

34.8

64.3 

46.5 

0 20 40 60

社会全体として

法律や制度の上

学校教育の場

家庭生活

高校生調査

県民意識調査

%

 

9.4

32.9

55.4 

19.2 

17.6

23.4

9.4

8.1

21.2

39.7

61.2 

45.5 

30.7

46.5

14.4

22.6

0 20 40 60

社会全体として

法律や制度の上

学校教育の場

家庭生活

職場

地域活動の場

政治の場

社会通念・慣習・しきたり

全国調査

県民意識調査

%
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【【【【４４４４】】】】ワーク・ライフ・バランスについてワーク・ライフ・バランスについてワーク・ライフ・バランスについてワーク・ライフ・バランスについて    

（１） 「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」(地域活動・学習・趣味・付き合い等）の 

優先度についておたずねします。 

① あなたが理想とする（希望する）生活に最も近いものを１つ選んでください。 

② あなたの現実の生活に最も近いものを１つ選んでください。 

●「仕事優先」を希望する割合は 2.1％であるが、現実は 38.4％が「仕事優先」となっています。 

●「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」を希望する割合は 34.1％ですが、

現実は 4.3%となっています。 

●前回の調査結果と比較してみると、大きな差異は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4 

2.1 

18.0 

13.7 

4.2 

3.4 

17.7 

25.1 

4.2 

3.8 

4.2 

12.3 

4.3 

34.1 

8.9 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実

理想

「仕事」優先 「家庭生活」優先

「地域・個人の生活」優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

 

4.5 

3.6 

4.8 

3.6 

11.7

15.6

32.1

24.0

6.0 

1.0 

3.1 

3.4 

13.0

11.6

35.9

26.0

5.4 

2.1 

3.8 

3.4 

12.3 

13.7 

34.1 

25.1 

0.020.040.060.0

%

理理理理     想想想想 現現現現        実実実実 

「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先 

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先 

「家庭生活」優先 

7.1 

51.2 

5.8 

5.5 

2.7 

6.8 

4.7 

16.2 

10.3 

27.6 

3.0 

3.2 

5.5 

27.6 

4.1 

18.9 

8.9 

38.4 

4.2 

4.2 

4.2 

18.0 

4.3 

17.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体

女性

男性

%

「家庭生活」と「地域・

個人の生活」をともに

優先 

「地域・個人の生活」優

先 

「仕事」と「地域・個人

の生活」をともに優先 

「仕事」優先 

わからない 
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（２） あなたは、現在、女性が分担する機会が多い家事、子育て、介護等に男性が積極的に参 

画していくためには、どのようなことが重要だと思いますか。 

あなたのお考えに近いものを 3 つまで選んでください。 

●「男性が家事・育児などに参画することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 48.9％、 

「男性による家事、育児などについて、職場における上司や同僚の理解を進めること」が 45.3％、

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 43.8％となっています。 

●全国調査では、上位 3 項目は変わらず、 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 59.1％、 

「男性による家事、育児などについて、職場における上司や同僚の理解を進めること」が 58.5％、 

「男性が家事・育児などに参画することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 56.0％と 

なっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

0.8 

1.7 

48.9 ①

10.2 

43.8 ③

23.6 

36.0 

45.3 ②

34.7 

12.7 

11.9 

4.3 

0.9 

56.0 ③

30.5 

59.1 ①

40.5 

46.9 

58.5 ②

33.8 

25.3 

27.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

特に必要なことはない

その他

男性が家事・育児などに参画することに対する男性自身の抵抗

感をなくすこと

男性が家事・育児などに参画することに対する女性の抵抗感を

なくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者

の考え方を尊重すること

社会の中で男性が家事、育児などに参画することへの評価を高

めること

男性による家事、育児などについて、職場における上司や同僚

の理解を進めること

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのICTを利用した多

様な働き方を普及することで、男性が仕事以外の時間をより多く

持てるようにすること

男性の家事・育児などについて、啓発や情報提供、相談窓口の

設置、技能の研修を行うこと

男性が子育てや介護、地域活動を行う

ための仲間（ネットワーク）作りをすすめる

全国調査

県民意識調査

%
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【【【【５５５５】】】】男女間の暴力への対策について男女間の暴力への対策について男女間の暴力への対策について男女間の暴力への対策について    

 あなたは、配偶者からの暴力について、相談できる窓口があることをご存知ですか。 

●男女ともに、「知っている」とする割合は、７割を超えています。 

 ●「知らなかった」割合は、男性 31.3%、女性 23.6%で、7.7 ポイントの差となっています。 

 ●年代別では、「知らなかった」割合は、20 代で 46.9%と最も高くなっています。 

《 性別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《  年代別 》 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  

 

3.0 

65.7 

31.3 

2.0 

74.4 

23.6 

2.5 

70.3 

27.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

知っている

知らなかった

全体

女性

男性

%

 

6.8 

68.0 

25.2 

0.4 

72.3 

27.3 

1.1 

77.3 

21.6 

1.2 

70.3 

28.5 

0.9 

69.8 

29.2 

1.6 

51.6 

46.9 

0.0

75.0

25.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

知っている

知らなかった

18・19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

%
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【【【【６６６６】男女共同参画社会の実現について】男女共同参画社会の実現について】男女共同参画社会の実現について】男女共同参画社会の実現について    

「男女共同参画社会」を実現するために、県はどのようなことにカを入れていくべき 

 だと思いますか。特に重要だと思うものを 3つまで選んでください。 

●「子育てや介護等の制約があっても誰もが仕事を続けられるよう支援する」が 53.4％と最も高

く、「性別にかかわらず、すべての人がお互いに人権を尊重するよう教育の機会を充実する」が

45.9％、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める」が 39.5％

となっています。 

●年代別では、子育て世代の 30 代・40 代で「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働

き方の見直しを進める」の割合が高くなっています。 

《 性別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

2.4 

2.0 

33.9 

22.4 

16.9 

15.9 

43.5 

38.0 

50.0 

35.6 

11.0

2.1 

3.2 

0.5 

25.0 

17.9 

16.1 

12.5 

47.8 

40.8 

56.4 

40.8 

12.9

2.4 

2.8 

1.2 

29.0 

19.8 

16.4 

14.0 

45.9 

39.5 

53.4 

38.4 

12.0

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

わからない

その他

国や地方公共団体の審議会や管理職など、政策

決定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体などの管理職に女性の登用が進

むように支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を

提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者など）への

女性の進出を支援する

性別にかかわらず、すべての人がお互いに人権

を尊重するよう教育の機会を充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共

に働き方の見直しを進める

子育てや介護等の制約があっても誰もが仕事を

続けられるよう支援する

子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する

すべての人が互の人権を尊重することの重要性

について広報・PRする

全体

女性

男性

%


